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（百万円未満切捨て） 
１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 
（１）連結経営成績（累計）                                                  （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 経常収益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 11,499 2.3 2,477 41.1 1,295 39.4
22年３月期第１四半期 11,242 △14.6 1,755 249.9 929 200.9

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜 在 株 式 調 整 後
１株当たり四半期純利益

 円    銭 円    銭

23年３月期第１四半期 7  60 － 
22年３月期第１四半期 5  45 － 

 
（２）連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭

23年３月期第１四半期 2,015,728 113,595 5.4 638.16
22年３月期 2,019,035 113,589 5.4 638.78

(参考)自己資本 23年３月期第１四半期       108,815百万円 22年３月期   108,922 百万円 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。 

 
２．配当の状況 

 
年間配当金    

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期  末 合  計    

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭   
22年 ３月期 － ３ ００  － ３ ００ ６ ００   
23年 ３月期 －    

23年 ３月期(予想)  ３ ００  － ３ ００ ６ ００   

(注)当四半期における配当予想の修正有無 ：無 

 
３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率） 

 経常収益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円    銭

第２四半期(累計) 22,500 0.5 3,100 31.4 1,600 27.7 9  38 
通  期 45,000 0.6 7,200 57.7 4,000 92.5 23  46 

(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ：無 

 

 

 



４．その他  （詳細は、【添付資料】P.２「その他の情報」をご覧ください。） 
 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

 新規   － 社 (社名)  、除外   － 社 (社名)  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 
 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有 

② ①以外の変更 ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原

則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 
 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 172,000,000株 22年３月期 172,000,000株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 1,485,075株 22年３月期 1,482,634株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 23年３月期１Ｑ 170,515,674株 22年３月期１Ｑ 170,622,162株

 
 
 
 
 
 
※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信
の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であ
ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性がありま
す。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信
（添付資料）２ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

（１） 連結経営成績に関する定性的情報

（２） 連結財政状態に関する定性的情報

（３） 連結業績予想に関する定性的情報

 

２．その他の情報

（１）重要な子会社の異動の概要

　　該当事項はございません。

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

①　減価償却費の算定方法

　定率法を採用している有形固定資産については、年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法により算定し

ております。

②　貸倒引当金の計上方法

　「破綻先」、「実質破綻先」に係る債権等及び「破綻懸念先｣で個別の予想損失額を引き当てている債権等以

外の債権に対する貸倒引当金につきましては、平成22年3月期の予想損失率を適用して計上しております。

③　税金費用の計算

　法人税等につきましては、年度決算と同様の方法により計算しておりますが、納付税額の算出に係る加減算項

目及び税額控除項目は、重要性の高い項目に限定して適用しております。

④　繰延税金資産の回収可能性の判断

　繰延税金資産の回収可能性の判断につきましては、一時差異の発生状況について前連結会計年度末から大幅

な変動がないと認められるため、同年度末の検討において使用した将来の業績予測の結果を適用しております。

⑤　経過勘定項目の算定方法

　合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。

⑥　連結会社相互間の債権債務及び取引の相殺消去

　連結会社相互間の債権債務につきましては、合理的な範囲内で、当該債権の額と債務の額の差異の調整を行わ

ずに相殺消去しております。

　連結会社相互間の取引につきましては、取引金額の差異を合理的な方法により相殺消去しております。

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

  当第 1 四半期連結会計期間の経常収益は、有価証券利息配当金の増加に加え、国債等の売却益の増加を主因に増収となり、114 億

99 百万円（前年同期比２億 57 百万円増）となりました。一方、経常費用は、資金調達費用の減少に加え営業経費の減少を主因に減少し

90 億 22 百万円（同４億 64 百万円減）となりました。この結果、当第 1 四半期連結会計期間の経常利益は 24 億 77 百万円（同７億 21 百

万円増益）、四半期純利益は 12 億 95 百万円（同３億 66 百万円増益）となりました。 

　 当第 1 四半期連結会計期間末の貸出金残高は、前連結会計年度末比では季節的要因により減少しておりますが、地方公共団体等

向けなど、お客様の資金ニーズに積極的に対応し、1 兆 1,910 億円（前連結会計年度末比 216 億円減少、前年同期比 257 億円増加）

となりました。

  預金等の当第 1 四半期連結会計期間末残高は、金融機関預金の減少を主因に前連結会計年度末比では減少いたしましたが、前年

同期比では個人預金を中心に堅調に推移し、1 兆 8,542 億円と大幅な増加となりました（前連結会計年度末比 49 億円減少、前年同期

比 761 億円増加）。

　平成 22 年 5 月 13 日に公表いたしました業績予想に変更ございません。

（資産除去債務に関する会計基準の適用）

　当第 1 四半期連結会計期間から、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18 号平成 20 年 3 月 31 日）及び「資産除去

債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 21 号平成 20 年 3 月 31 日）を適用しております。

　これにより、経常利益は 0 百万円、税金等調整前四半期純利益は 92 百万円それぞれ減少しております。

（表示方法の変更）

（連結損益計算書関係）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号平成 20 年 12 月 26 日）に基づく財務諸表等規則等の一部を改正する内

閣府令（平成 21 年 3 月 24 日内閣府令第 5 号）の適用により、当第 1 四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」

の科目を表示しております。
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３．【四半期連結財務諸表】

　（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

　現金預け金 23,863 34,022

　コールローン及び買入手形 83,223 75,183

　買入金銭債権 13,685 13,624

　商品有価証券 24 14

　有価証券 646,874 627,938

　貸出金 1,191,062 1,212,711

　外国為替 633 415

　その他資産 25,223 21,820

　有形固定資産 15,011 14,893

　無形固定資産 1,483 1,628

　繰延税金資産 7,603 8,168

　支払承諾見返 21,924 23,434

　貸倒引当金 △ 14,885 △ 14,822

　資産の部合計 2,015,728 2,019,035

負債の部

　預金 1,750,513 1,795,120

　譲渡性預金 103,758 64,081

　借用金 3,287 3,309

　外国為替 103 78

　その他負債 16,692 13,141

　役員賞与引当金 ― 20

　退職給付引当金 3,325 3,715

　役員退職慰労引当金 218 215

　睡眠預金払戻損失引当金 179 179

　偶発損失引当金 148 140

　利息返還損失引当金 56 79

　再評価に係る繰延税金負債 1,925 1,928

　支払承諾 21,924 23,434

　負債の部合計 1,902,133 1,905,445

純資産の部

　資本金 12,008 12,008

　資本剰余金 4,939 4,939

　利益剰余金 87,229 86,440

　自己株式 △ 808 △ 807

　株主資本合計 103,368 102,581

　その他有価証券評価差額金 6,493 6,001

　繰延ヘッジ損益 △ 1,920 △ 537

　土地再評価差額金 873 877

　評価・換算差額等合計 5,446 6,341

　少数株主持分 4,779 4,666

　純資産の部合計 113,595 113,589

負債及び純資産の部合計 2,015,728 2,019,035
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（２）【四半期連結損益計算書】

　 　　【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日

　至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日

　至 平成22年６月30日)

経常収益 11,242 11,499

　資金運用収益 7,374 7,500

　　(うち貸出金利息) 5,622 5,545

　　(うち有価証券利息配当金) 1,684 1,899

　役務取引等収益 1,794 1,780

　その他業務収益 1,742 1,803

　その他経常収益 330 415

経常費用 9,486 9,022

　資金調達費用 1,036 974

　　(うち預金利息) 790 637

　役務取引等費用 529 509

　その他業務費用 1,731 1,325

　営業経費 5,998 5,870

　その他経常費用 191 343

経常利益 1,755 2,477

特別利益 138 3

  固定資産処分益 3 ―

  償却債権取立益 10 3

　貸倒引当金戻入益 124 ―

特別損失 2 103

  固定資産処分損 2 12

　その他の特別損失 ― 91

税金等調整前四半期純利益 1,891 2,377

法人税、住民税及び事業税 104 85

法人税等調整額 839 877

法人税等合計 943 963

少数株主損益調整前四半期純利益 1,413

少数株主利益 18 118

四半期純利益 929 1,295
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（３）継続企業の前提に関する注記

　当第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）

　  該当事項はございません。

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　当第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）

　  該当事項はございません。
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　４．平成23年3月期 第１四半期決算の概要について 
 （１）損益の状況（単体）

　当行の平成23年3月期第1四半期（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）決算の概要について

お知らせします。

 【 単体 】 （単位：百万円）

1 9,791 9,373 418 18,500

2 業務粗利益 7,782 7,093 689

3 （コア業務粗利益) 7,442 7,238 204

4 6,514 6,336 178

5 920 892 28

6 347 △ 134 481

7 339 △ 144 483

8 5,559 5,570 △ 11

9 2,875 2,808 67

10 2,258 2,338 △ 80

11 426 423 3

12 2,222 1,523 699

13 1,882 1,667 215

14 △ 96 61 △ 157

15 2,318 1,461 857

16 臨時損益 △ 30 245 △ 275

17 うち株式関係損益 50 56 △ 6

18 うち不良債権処理損失(△は戻入益)② 314 △ 59 373

19 うちその他臨時損益 233 129 104

20 経常利益 2,287 1,706 581 3,000

21 特別損益（△は損失） △ 103 130 △ 233

22 うち貸倒引当金戻入益　③ -           129 △ 129

23 うち過年度資産除去債務償却等 △ 91 -           △ 91

24 税引前四半期純利益 2,184 1,837 347

25 法人税、住民税および事業税 8 8 0

26 法人税等調整額 877 837 40

27 法人税等合計 886 846 40

28 四半期純利益 1,298 991 307 1,600

29 貸倒償却引当費用(△は戻入益)①＋②－③ 218 △ 127 345

（注）１．記載金額は、単位未満を切り捨てて表示しております。
　　　２．コア業務純益は一般貸倒引当金繰入前業務純益から国債等債券損益を除いて算出しております。

コア業務純益

業務純益

平成23年３月期
第1四半期
(３カ月間)

経費（除く臨時処理分)

人件費

一般貸倒引当金繰入額(△は戻入益)①

経常収益

うち国債等債券損益

役務取引等利益

税金

平成23年３月期
第２四半期累計
期間公表予想値

(６カ月間)

その他業務利益

資金利益

業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

平成22年３月期
第1四半期
(３カ月間)

前年同期比

物件費

○　平成23年3月期第1四半期は、預貸金残高の増加および有価証券利息配当金の増加を主因に資金利益が
　増加したほか、預かり資産関連の手数料を中心に役務取引等利益も増加したことなどから、コア業務純益
　は18億82百万円（前年同期比2億15百万円増加）となりました。
○　業務純益はコア業務純益の増加に加え、国債等債券損益が改善（前年同期比4億83百万円増加）したこと
　などから、23億18百万円（同8億57百万円増加）となりました。
○  経常利益は、22億87百万円（前年同期比5億81百万円増益）、四半期純利益は12億98百万円（前年同期比
　3億7百万円増益）となり、第2四半期累計期間の業績予想に対する進捗率は、経常利益76.2％、四半期純
　利益81.1％と順調に推移しております。
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 （２）金融再生法開示債権（単体）

（単位：百万円、％）

 (注)１.上記の平成22年６月末計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に規定する各債

権のカテゴリーにより分類し、当行の定める自己査定基準に基づき算出したものです。

 　　２．記載金額は、単位未満を切り捨てて表示しております。

 　　３．部分直接償却は実施しておりません。

　

 （３）有価証券の評価差額（単体）

（単位：百万円） （単位：百万円）

平成22年６月末 平成21年６月末

時価 　評価差額 時価 　評価差額 時価 　評価差額

うち損 うち益 うち損 うち益

その他有価証券 643,519 11,155 7,465 9,923 12,329 16,568

株式 27,145 1,168 2,953 5,601 1,342 5,987

債券 514,361 11,464 416 4,055 2,943 7,679

その他 102,011 △1,477 4,095 266 8,042 2,901

（注）１．記載金額は、単位未満を切り捨てて表示しております。

　　　２．各四半期末の「評価差額」および「含み損益」は、それぞれ各四半期末時点の帳簿価額（償却原価法適用後、

　　　　減損処理後。第１四半期は決算期末の償却原価法適用後、減損処理後。）と時価との差額を計上しております。

　　　３．売手と買手の希望する価格差が著しく大きい変動利付国債については、引き続き市場価格を時価とみなせない

　　　　状態にあると判断し経営者の合理的な見積りに基づき合理的に算定された価額を時価としております。

　　　４．時価を把握することが極めて困難と認められるその他有価証券は、上表に含めておりません。

　　　５．子会社・関連会社株式については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、

　　　　時価のある有価証券には含めておりません。

　　　６．なお、満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。

（単位：百万円） （単位：百万円）

平成22年６月末 平成21年６月末

帳簿 含み損益 帳簿 含み損益 帳簿 含み損益

価額 うち損 うち益 うち損 うち益

満期保有目的 9,773 168 22 － － 183

債券 9,773 168 22 － － 183

（４）自己資本比率（国内基準）

　

1,202,964          

2.78                   

1,169,516          

平成21年６月末

8,986                

18,464              

5,996                

33,447              

△22,226                

0.07                      

11,560               

14,660               

4,449                

30,670               

1,218,672          

1,249,342          

2.45                  

4,020

1,019

1,472

6,512

2,617

うち益

18,621

4,122

11,881

平成22年３月末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 11,977                 417                       

正 常 債 権

小　　　　　計（Ａ）

平成22年６月末
平成22年３月末比

176                       

△220                    

△22,600                

373                       

合         計 （Ｂ）

不良債権比率 (Ａ)／(Ｂ)

14,836                 

4,229                   

31,043                 

1,196,072             

1,227,116             

2.52                    

危 険 債 権

要 管 理 債 権

105,919 △1,119

451,662 1,111

107,430 △7,776

486,048 6,659

586,045 △2,406

26,952 4,258

平成22年３月末

621,712 10,056

29,744 4,515

うち損

うち益 うち損価額 価額

平成22年３月末

147 36

147 36

－191

191 9,769 － 10,156

9,769 10,156

  平成22年6月末の金融再生法開示債権の額は、平成22年3月末比3億円増加し、310億円となりました。不良債権比率は、
0.07％上昇し2.52％となりましたが、引き続き２％台の良好な水準を維持しています。

　 平成22年６月末のその他有価証券評価損益については、平成22年３月末比約11億円良化し、111億円の評価益となって
おります。

　 平成22年6月末の自己資本比率（国内基準）については、現在算出中であり、確定次第、別途開示する予定であります。
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 （５）預金等、貸出金残高（単体）

①　預金および預かり金融資産残高

（参考）
（単位：億円） （単位：億円）

平成22年６月末 　平成21年６月末 平成22年３月末

21年６月末比 22年３月末比

預金等 18,608 765 △51

個人預金 13,142 306 241

法人預金 3,907 133 △26

公金預金 1,393 315 △42

金融機関預金 165 12 △223

預かり金融資産 2,322 248 △4

投資信託 729 △13 △78

公共債 674 △59 △13

個人年金保険 917 319 86

（注）１．預金等には譲渡性預金を含んでおります（うち数の個人預金、法人預金も同様）。

　　　２．記載金額は、単位未満を切り捨てて表示しております。

②　貸出金残高

（参考）

（単位：億円） （単位：億円）

平成22年６月末 　平成21年６月末 平成22年３月末

21年６月末比 22年３月末比

貸出金 11,997 230 △219

　うち一般貸出 6,749 △197 △223

　うち個人向け 3,510 48 △17

住宅ローン 3,324 46 2

1,736 378 20

（注）１．記載金額は、単位未満を切り捨てて表示しております。

以 　上

　うち地方公共団体向け 1,358 1,716

18,659

3,933

12,216

3,527

2,326

807

831

12,901

687

17,843

3,774

12,836

1,078

153

1,435

388

11,767

3,462

2,074

742

733

598

3,278 3,322

6,946 6,972

    預金等については、金融機関預金の減少を主因に平成22年3月末比では減少しましたが、前年同期比では個人預金
を中心に堅調に推移し、大幅な増加となりました。
    預かり金融資産については、投資信託の販売が伸び悩むなか､個人年金保険の販売に積極的に取り組んでおりま
す

　 貸出金残高は、平成22年3月末比では季節的要因により減少しておりますが、前年同期比では地方公共団体向け貸
出および個人向け貸出を中心に増加しております。
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